
三起商行株式会社 2019 年度 CSR 調達レポート 

 

1. はじめに 

近年、製品のサプライチェーン(調達・生産)に対する企業の社会的責任に関するステークホ

ルダーの関心が高まっています。三起商行では、こうした関心に配慮し、自社のみならずサプ

ライヤーや生産委託先を含む生産現場などサプライチェーンにおける人権、労働環境、安全

衛生や環境などの課題に、サプライヤーとともに取り組むことが求められていると考えます。 

 

2. 基本的な考え方 

「三起商行サプライヤー行動規範」および各方針を三起商行すべての取締役、役員、お

よび従業員一人ひとりが遵守し、倫理的な事業活動を行うことが基本です。その上で、「サプラ

イチェーンマネジメント」「責任ある調達」に注力し、サプライヤーや生産委託先とともに、「三起

商行サプライヤー行動規範」への遵守活動を通じて「責任あるサプライチェーン」を推進し、関

連業界団体などのステークホルダーと協働した活動を展開します。 

 

3. 体制 

三起商行では、本社の CSR 部門、人事総務部門、生産部門が中心となり、さらにその他

の本社関連部門や各ビジネス部門と協力して、活動を推進しています。本社 CSR 部門が全

社的な方針を定め、運用については、生産・調達担当の指示の下、代表取締役を運用責任者

としています。 

 

4. 2019 年度実績 

◆対象期間：2019 年 3 月 1 日～2020 年 2 月 29 日 

 

◆製造委託先工場における外国人技能実習制度に関する取り組み 

 2019 年 2 月末までの 14 工場に加え、2019 年 3 月～10 月にかけて 11 工場の外国人技能

実習生実態調査を実施し、国内工場で技能実習生を雇用する工場の実態調査を完了しま

した。（調査内容の一部は「英国現代奴隷法 2015 に関するステートメント」にも記載していま

す） 

 

上記に関連し、経済産業省主催の「繊維産業技能実習事業協議会：第 7 回（2019 年 4

月）」に参加、当社外注工場の実態調査内容の紹介に加え、繊維業界全体のサプライチェ

ーンにおける同様の課題について解決に向かうよう提言を行いました。 

 

2019 年 7 月にスタートした、一般社団法人ｻﾞ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｱﾗｲｱﾝｽ･ﾌｫｰ･ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙ･ｻﾌﾟﾗ

ｲﾁｪｰﾝ（ASSC）が主催する「外国人労働者ラウンドテーブル」に初回より参加し、業界の垣

根を越えて、外国人労働者に関わる課題の情報共有と解決に向けた取り組み等を議論し、

外国人労働者の責任ある受け入れにおける、企業としての「目指すべき姿」について検討を

行いました。 

 

https://www.mikihouse.com/company/modern_slavery_act/?_ga=2.177432165.1727326947.1604281457-592653651.1602464404


◆人権デュー・ディリジェンスの推進 

2019年7月、サプライチェーンにおける現代奴隷制のリスクを特定、対処するため、ASSC

と英国の現代奴隷に関する調査機関である「ライツ DD」の協力のもと、人権デュー・ディリジ

ェンスにおけるリスク特定を実施しました。同年 8月、サプライチェーンに対して行ったアンケ

ート調査で得た情報を解析、サプライヤー工場の現代奴隷リスクを評価及び分類し、対応の

優先順位を特定しました。 

 

上記人権デュー・ディリジェンスの実施による調査結果、及び今後の取り組みの提案等を

まとめ、同年 9 月、「英国現代奴隷法 2015 に関するステートメント」の署名と公表を当社ホー

ムページ上で行いました。 

 

◆「三起商行株式会社 CSR 調達ガイドライン：第 2 版」の発行 

2017 年 10 月に発行した「三起商行株式会社 CSR 調達ガイドライン：第 1 版」を改訂し、

あらたに「サプライヤー環境方針」「移民労働者方針」を追加や、「サプライヤー行動規範」に

新たに「苦情処理メカニズムの構築と報復行為の禁止」等を追加し、内容をアップデートした

「三起商行株式会社 CSR 調達ガイドライン：第 2 版」を 2020 年 1 月に策定しました。また同

月、サプライヤーに向けた説明会を実施し（大阪市内）、周知するとともに同意の取り交わし

を依頼しました。説明会には 75 社、109 名が参加しました。その後ほぼ全社より同意を得る

ことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 今後に向けて 

新たに改定した CSR 調達ガイドラインを踏まえ、人権デュー・ディリジェンスの推進、およ

び外国人労働者の責任ある雇用について推進していくことで、CSR 調達においても引き続

き取り組んでまいります。 

 

労働者の救済を目的とする苦情処理メカニズムの体制構築、および責任あるサプライチ

ェーンの推進におけるモニタリング体制強化に向けて、ASSC の運営する多言語ホットライン

「ASSC ワーカーズボイス」を協働で製造委託先の工場に順次導入します。 

 

 

https://www.mikihouse.com/company/modern_slavery_act/?_ga=2.177432165.1727326947.1604281457-592653651.1602464404
https://www.mikihouse.co.jp/corporate/assets/docs/csr_environmentforsuppliers.pdf
https://www.mikihouse.co.jp/corporate/assets/docs/csr_procurement-migrantworkerforsuppliers.pdf
https://www.mikihouse.co.jp/corporate/assets/docs/csr_procurement-suppliercodeofconduct.pdf


外国人労働者の責任ある雇用については、「責任ある外国人労働者受け入れプラットフ

ォーム」への賛同と活動を推進してまいります。また、二次以降のサプライヤーへの働きかけ

も今後行っていく所存です。社内においては SDGs(持続可能な開発目標)についても社員

に対する啓発、教育、研修活動を実施する予定です。 

 

以上 

 

2020 年 11 月 

三起商行株式会社  CSR 推進部 


